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Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
多
様
な
取
り
組
み
 

―
―
働
く
こ
と
の
実
感
植
え
つ
け
る
 

 
働

き

方
の
発

見

 

 

3
つ
の
事
例
 

〈
現
場
に
見
る
〉 

 

         　
若
者
と
仕
事
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
、
行
政
や
学
校
だ
け
で
は
な
い
。
引
き
こ
も

り
・
不
登
校
児
向
け
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
実
践

か
ら
若
者
の
仕
事
に
つ
い
て
取
り
組
み
始
め
た

地
域
グ
ル
ー
プ
、
仕
事
を
考
え
る
学
生
の
勉
強

会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
新
進
の
起
業
家
と
学
生

を
結
び
つ
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
実
績
を

上
げ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
で
活
動
す
る
非
営
利
組
織
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
や
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
「
若
者
と
仕
事
」
を

考
え
る
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
 

  　
三
鷹
市
を
ベ
ー
ス
に
活
動
す
る
「
文
化
学
習

協
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
野
々
垣
務
代
表
理
事
）

は
、
一
九
九
三
年
に
不
登
校
児
を
か
か
え
る
親

た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
子
供
た
ち
の
居
場
所
づ

く
り
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
発
展
し
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
。
三
年
前
か
ら
身
近
で
働
く
人
の
話
を
聞
い

た
り
、
実
際
に
職
場
を
体
験
し
て
仕
事
に
つ
い

て
考
え
る
「
は
た
ら
き
か
た
発
見
セ
ミ
ナ
ー
・

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
　Ｔ
Ｏ
　Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」
を
開
い
て
い
る
。

　
も
と
も
と
不
登
校
児
の
た
め
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
た
同
ネ
ッ
ト
が
、
「
は

た
ら
き
か
た
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
集

ま
る
子
供
た
ち
の
自
立
問
題
だ
っ
た
。
自
分
一

人
で
す
ぐ
に
は
仕
事
の
世
界
に
入
れ
な
い
子
供

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
働
く
こ
と
で
社
会
と
関
わ
り

つ
つ
、
自
立
す
る
道
に
導
こ
う
と
い
う
発
想
だ
。

　
そ
の
対
象
を
若
者
全
般
に
広
げ
た
の
は
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
、
運

営
に
関
わ
る
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
触

れ
あ
う
中
で
、
「
多
く
の
若
者
が
、
働
く
と
い

う
こ
と
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
て
い
な
い
。

不
登
校
児
も
、
フ
リ
ー
タ
ー
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
学
生
も
、
自
分
の
生
き
方
を
探
し
て
い
る

点
で
は
同
じ
こ
と
に
気
が
付
い
た
か
ら
だ
」
と

同
ネ
ッ
ト
常
務
理
事
の
佐
藤
洋
作
さ
ん
は
話
す
。
 

　
「
は
た
ら
き
か
た
発
見
セ
ミ
ナ
ー
」
の
内
容

は
、
こ
ん
な
具
合
だ
。
環
境
問
題
へ
の
関
心
か

ら
車
の
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
の
フ
ロ
ン
ガ
ス
を

回
収
す
る
事
業
を
起
業
し
た
人
や
、
技
能
五
輪

で
入
賞
し
た
大
工
さ
ん
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で

動
植
物
の
保
護
や
遺
跡
修
復
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
を
開
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
働
く
人
が
講
師
と
な
っ
て
、
自
分
た

ち
が
情
熱
を
傾
け
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
語
る
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
聞
く
だ
け
の
一
方
通
行
で
は
な

く
、
受
講
者
も
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
し
て
そ
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る
参
加
型

を
と
る
。
例
え
ば
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
が
講
師

の
時
に
は
、
二
〜
三
人
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分

か
れ
て
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
企
画
づ
く
り
に
挑

戦
し
た
。
福
祉
・
保
育
を
テ
ー
マ
に
開
い
た
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
併
せ
て
実
際
に
保
育
園
や
知
的

障
害
者
施
設
、
高
齢
者
施
設
で
の
実
習
も
体
験
。

セ
ミ
ナ
ー
か
ら
発
展
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

二
級
、
三
級
の
資
格
講
座
も
開
き
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
に
集
ま
る
若
者
や
地
域
住
民
が
机
を
並

べ
て
受
講
し
、
資
格
を
取
得
し
た
。
 

　
そ
し
て
今
、
井
の
頭
公
園
に
ほ
ど
近
い
事
務

所
の
一
階
部
分
に
パ
ン
工
房
を
立
ち
上
げ
る
準

備
を
進
め
て
い
る
。
自
前
の
職
場
確
保
に
加
え

て
、
地
域
住
民
・
市
民
と
と
も
に
、
従
来
の
商

業
的
な
売
り
手
と
買
い
手
の
関
係
で
は
な
い
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ベ
ー
ス
と
し
た
新
た

な
「
働
く
場
」
を
つ
く
る
試
み
に
し
た
い
と
意

気
込
む
。
「
こ
の
場
所
で
、
働
く
人
を
仕
事
の

枠
に
は
め
る
の
で
な
く
、
働
く
人
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
仕
事
を
ま
わ
す
新
し
い
働
き
方
の
仕

組
み
を
つ
く
り
出
し
た
い
」
と
い
う
の
が
佐
藤

さ
ん
の
夢
だ
。
 

　
若
者
の
自
立
支
援
を
め
ざ
し
た
、
地
域
行
政

と
の
連
携
強
化
も
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
三
鷹
市
に
対
し
、
直
線
的
に
就

労
に
結
び
け
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
な
く
、
そ

の
前
段
に
あ
た
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

窓
口
と
し
て
、
行
政
と
と
も
に
地
域
の
地
場
企

業
、
学
校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
グ
ル
ー
プ
が
参
加

働くことのリアリティーを実感してもらうための 
「はたらきかた発見セミナー」 

特 集 



15

〈現場に見る〉3つの事例 

イ
ン
タ
ー
ン
で
社
会
貢
献
 

 

親
の
仕
事
知
っ
て
る
？
 

 　
親
の
仕
事
を
、き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
子

供
が
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
か
。
中
学
校
や

高
校
な
ど
教
育
の
場
で
は
、働
く
こ
と
や
職

業
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
極
め
て
少
な
く
、職

業
教
育
の
必
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。
 

　
働
く
人
す
べ
て
が
、子
供
た
ち
に
と
っ
て
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
だ
と
い
う
発
想
の
も
と
ス
タ
ー
ト
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
21
」（
神
奈
川
県

川
崎
市
、朝
山
あ
つ
こ
代
表
理
事
）は
三
年

前
か
ら
、会
社
社
長
、通
訳
、ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、

学
者
、小
売
業
者
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
職
業

に
就
い
て
い
る
人
た
ち
か
ら
、働
く
こ
と
の
す

ば
ら
し
さ
や
や
り
が
い
を
聞
く
出
前
授
業
を

各
地
の
学
校
で
開
い
て
い
る
。
 

 子
供
た
ち
に
夢
を
 

 　
朝
山
さ
ん
が
活
動
を
は
じ
め
た
の
は
、長

男
の
通
う
中
学
校
の
「
学
級
崩
壊
」
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
考
え
た
の
が
、や

り
が
い
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
大
人
た
ち
の
輝

い
て
い
る
姿
が
き
ち
ん
と
子
供
た
ち
の
目
に

見
え
る
こ
と
の
大
切
さ
だ
と
い
う
。
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
の
話
に
触
れ
る
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な

生
き
方
を
知
り
、自
分
の
人
生
を
考
え
、将

来
に
対
す
る
希
望
を
持
っ
て
、相
互
に
支
え

合
う
社
会
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
そ
ん
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
21
の
授
業
の
特

徴
だ
。
講
演
後
は
毎
回
、子
供
た
ち
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、子
供
た
ち
が
自
分

自
身
の
将
来
の
夢
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

設
定
。
講
師
は
、子
供
の
頃
の
夢
に
必
ず
触

れ
、子
供
た
ち
が
自
分
に
引
き
つ
け
て
考
え

や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
 

　
「
子
供
た
ち
が
、さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
、夢
の
実
現
の
形
や
道
筋

に
多
く
の
選
択
肢
が
生
ま
れ
、将
来
を
明
る

く
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
」
と
朝

山
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。
 

　
例
え
ば
、サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
子

供
の
夢
を
実
現
す
る
道
は
、単
純
に
選
手
に

な
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、新
聞
記
者

に
な
っ
て
試
合
結
果
を
知
ら
せ
た
り
、チ
ー
ム

の
運
営
に
係
わ
る
こ
と
も
、夢
実
現
の
一
つ
の

形
だ
と
考
え
ら
れ
れ
ば
、夢
を
捨
て
る
必
要

は
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
 

す
る
「
青
年
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
（
仮
称
）

の
設
置
を
提
案
。
地
域
ぐ
る
み
で
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
職
業
体
験
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
、
学
校
で
の
職
業
教
育
な
ど
の
自

立
支
援
実
施
を
求
め
て
い
る
。
 

  　
情
報
通
信
（
Ｉ
Ｔ
）
産
業
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
な
ど
に
、
多
く
の
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
と
し

て
送
り
込
ん
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
「
エ
テ
ィ
ッ
ク
（
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）
」
（
東
京
・

渋
谷
、
宮
城
治
男
代
表
理
事
）
だ
。
起
業
を
志

す
学
生
た
ち
の
勉
強
会
か
ら
は
じ
ま
っ
た
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｃ
は
、
学
生
の
起
業
家
精
神
を
支
援
す
る
目

的
で
、
九
七
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

を
開
始
。
現
在
で
は
、
年
間
三
〇
〇
人
を
超
え

る
学
生
が
参
加
し
、
受
け
入
れ
企
業
は
約
一
〇

〇
社
を
数
え
る
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
 

　
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
特
徴
は
、

「
起
業
家
精
神
」
と
「
若
者
の
社
会
貢
献
」
を

理
念
の
柱
に
据
え
て
い
る
こ
と
。
事
務
局
長
の

鈴
木
敦
子
さ
ん
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
姿
を
「
若
者
の
や
る
気
を
支
援
し
、

そ
の
若
者
が
社
会
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
社

会
全
体
が
元
気
に
な
る
の
が
理
想
。
起
業
家
精

神
は
、
起
業
そ
の
も
の
を
示
す
わ
け
で
は
な
く
、

社
会
の
中
で
価
値
を
生
む
と
い
う
意
識
を
さ
す
」

と
表
現
す
る
。
 

　
こ
の
発
想
を
共
有
で
き
る
学
生
と
起
業
を
結

び
つ
け
る
の
が
、
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
の
仕
事
。
だ
か
ら
、

単
純
に
採
用
を
目
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
の
受
け
入

れ
を
希
望
す
る
企
業
と
は
、
取
引
し
な
い
と
い

う
の
が
決
ま
り
だ
。
受
け
入
れ
企
業
は
、
「
楽

天
」
や
「
イ
ン
フ
ォ
シ
ー
ク
」
な
ど
有
名
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
並
ん
で
、
小
規
模
で
も
独
創
的

な
ア
イ
デ
ア
を
も
つ
創
業
者
企
業
が
名
を
連
ね

て
お
り
、
起
業
家
精
神
が
旺
盛
で
、
若
者
が
活

躍
で
き
る
社
風
の
企
業
が
多
い
。
 

　
毎
週
一
回
開
か
れ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
に
は
、
年
間
一
〇
〇
〇
人
程
度
の
学
生

が
参
加
す
る
が
、
こ
の
す
べ
て
が
実
際
の
イ
ン

タ
ー
ン
に
進
む
わ
け
で
は
な
い
。
学
生
に
も
、

基
本
理
念
に
対
す
る
理
解
を
求
め
る
か
ら
だ
。

実
際
の
イ
ン
タ
ー
ン
開
始
ま
で
の
約
一
カ
月
間
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
「
起
業
家
精

神
に
立
ち
、
目
的
を
持
っ
て
働
く
こ
と
」
が
で

き
る
よ
う
に
意
識
を
高
め
な
が
ら
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
仕
事
に
関
連
す
る
事
前
課
題
を
与
え

て
、
自
ら
考
え
て
ス
タ
ー
ト
で
き
る
状
態
ま
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
。
 

　
イ
ン
タ
ー
ン
の
派
遣
期
間
は
、
仕
事
で
一
定

の
成
果
が
出
せ
る
だ
け
で
な
く
、
「
貢
献
す
る
」

レ
ベ
ル
ま
で
到
達
で
き
る
よ
う
に
、
三
カ
月
間

か
ら
半
年
以
上
の
中
長
期
型
を
採
用
し
、
短
期

の
体
験
重
視
型
と
は
一
線
を
画
す
。
よ
り
ス
ト

レ
ー
ト
な
形
で
社
会
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
働
き
方

と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
起
業
」
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
）
の
促
進
に
も
力
を
入
れ
は
じ
め
て
お
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
助
成
金
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら

れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
起
業
塾
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
企
画
コ
ン
ペ
「
ス
タ
イ
ル
二
〇
〇
三
」
な

ど
を
主
催
し
て
い
る
。
 

 

（
調
査
部
主
任
調
査
員
・
郡
司
正
人
） 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

 

コ
ラ
ム
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契
約
は
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
で
 

マ
ン
ス
リ
ー
は
実
力
主
義
 

 ア
イ
電
子
工
業
の
若
者
活
用
法
 

アイ電子工業の本社工場の現場（栃木県大田原市） 
 

フ
リ
ー
タ
ー
を
正
社
員
に
登
用
 

 

  　
せ
っ
か
く
新
卒
社
員
を
採
用
し
て
も
、
高
卒

で
は
半
分
、
大
卒
で
は
三
割
が
三
年
以
内
に
辞

め
て
し
ま
う
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
不
況
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
経
営
者
が
若
手
社
員
の
定

着
率
の
悪
さ
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
な
か
、
逆

に
、
定
職
に
就
か
な
い
フ
リ
ー
タ
ー
を
即
戦
力

化
し
、
積
極
的
に
正
社
員
へ
の
道
を
開
く
会
社

が
あ
る
。
栃
木
県
那
須
高
原
の
麓
で
、
電
子
機

器
の
受
託
生
産
な
ど
を
手
が
け
る
ア
イ
電
子
工

業
（
大
田
原
市
、
高
橋
徳
経
社
長
）
だ
。
同
社

が
こ
の
三
年
間
で
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
正
社

員
に
抜
擢
し
た
社
員
は
、
約
二
〇
人
に
の
ぼ
る
。

人
材
活
用
策
が
功
を
奏
し
て
か
、
業
績
も
好
調

で
、
今
年
度
の
当
期
利
益
は
過
去
最
高
を
記
録

す
る
見
込
み
。
現
地
で
高
橋
社
長
に
、
フ
リ
ー

タ
ー
活
用
の
極
意
を
聞
い
た
。
 

  　
「
若
い
人
に
は
コ
レ
！
　
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・

ワ
ー
カ
ー
で
自
分
に
合
っ
た
職
場
を
」
 

　
同
社
が
以
前
、
電
機
・
通
信
機
器
組
み
立
て

の
た
め
に
、
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
を
一
〇
人

募
集
し
た
と
き
の
求
人
広
告
に
は
こ
ん
な
う
た

い
文
句
が
載
っ
て
い
る
。
同
社
は
、
18
〜
30
歳

ご
ろ
ま
で
の
若
者
を
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
い

入
れ
る
際
、
一
週
間
単
位
で
し
か
契
約
し
な
い
。

ア
ル
バ
イ
ト
が
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
の
は
そ
の
た
め
な
の
だ
が
、
実
は
、

こ
の
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
仕
掛
け
こ

そ
が
、
フ
リ
ー
タ
ー
活
用
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
。
 

　
ア
ル
バ
イ
ト
の
契
約
期
間
を
一
週
間
単
位
に

す
る
こ
と
ぐ
ら
い
、
別
に
め
ず
ら
し
く
な
い
。

同
社
が
独
特
な
の
は
第
一
に
、
一
生
懸
命
働
い

て
も
ら
う
た
め
に
「
皆
勤
手
当
」
を
設
け
た
こ

と
だ
。
一
週
間
、
無
遅
刻
無
欠
勤
で
働
け
ば
、

二
五
〇
〇
円
を
一
週
間
分
の
給
料
に
上
乗
せ
し

て
い
る
。
彼
ら
の
時
給
は
最
初
七
五
〇
円
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
か
ら
、
こ
の
程
度
の
金
額
で
も

「
彼
ら
は
目
の
色
を
変
え
て
が
ん
ば
り
、
休
ま

ず
出
勤
し
て
く
る
」（
高
橋
社
長
）
の
だ
と
い
う
。

最
近
で
は
彼
ら
の
出
勤
率
の
方
が
正
社
員
を
上

回
り
、
そ
れ
が
ま
た
正
社
員
の
出
勤
率
ア
ッ
プ

に
寄
与
し
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
同
社
の
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ワ
ー
ク
で

は
、
一
週
間
の
勤
務
を
終
え
、
も
う
少
し
働
い

て
み
た
い
と
思
え
ば
次
の
週
も
続
け
て
契
約
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
一
週
間
働

い
て
仕
事
が
自
分
に
向
か
な
い
と
思
え
ば
、
次

週
は
契
約
し
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
だ
。
「
こ

れ
ま
で
は
若
い
人
に
突
然
辞
め
ら
れ
、
困
る
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
対
等
の
関
係
に
な
り
ま
し

ょ
う
と
い
う
こ
と
」
と
人
事
労
務
を
担
当
す
る

室
井
弘
安
・
管
理
部
課
長
代
理
は
言
う
。
二
週

目
の
契
約
で
も
皆
勤
手
当
の
扱
い
は
一
週
目
と

同
様
で
、
皆
勤
す
れ
ば
二
五
〇
〇
円
が
追
加
支

給
さ
れ
る
。
も
し
二
週
連
続
で
皆
勤
す
る
と
、

三
週
目
以
降
は
時
給
が
一
〇
円
ア
ッ
プ
す
る
。
 

  　
本
社
工
場
で
レ
ー
ザ
ー
機
器
の
部
品
を
扱
う

吉
田
浩
二
君
（
仮
名
１８
）
は
ゴ
ル
フ
場
の
キ
ャ

デ
ィ
ー
を
し
て
い
た
が
、
製
造
業
で
働
き
た
い

と
、
ま
ず
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

同
社
に
入
っ
た
。
「
仕
事
が
し
や
す
く
、
で
き

れ
ば
こ
こ
で
長
く
働
き
た
い
」
と
言
う
。
パ
ソ

コ
ン
で
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
新

井
恵
美
さ
ん
（
仮
名
２８
）
は
「
入
っ
て
か
ら
、

思
っ
て
い
た
仕
事
と
違
う
か
ど
う
か
確
か
め
ら

れ
る
の
が
い
い
」
と
話
す
。
 

 

ウィークリー・ワーカーやマンスリー・ワーカーが商品開発の先導役となることもある 

特 集 

3
つ
の
事
例
 

〈
現
場
に
見
る
〉 
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〈現場に見る〉3つの事例 

給
料
が
正
社
員
上
回
る
ケ
ー
ス
も
 

　
ア
イ
電
子
工
業
の
正
社
員
は
一
四
〇
人
程

度
。
そ
れ
に
対
し
て
、九
月
一
日
現
在
で
三
二

人
が
マ
ン
ス
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
き
、

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
は
常
に
五
人
程
度

は
勤
務
し
て
い
る
。
 

　
な
ぜ
、ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
と
い
う

仕
組
み
を
思
い
つ
い
た
の
か
。
そ
れ
は
高
橋

徳
経
社
長（
59 
＝
写
真
）の
あ
る
経
験
に
由

来
す
る
。
 

　
同
社
は
九
七
年
、大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の

携
帯
電
話
組
み
立
て
を
請
け
負
う
こ
と
に

な
り
、突
然
、大
量
の
人
手
不
足
に
陥
っ
た
。

困
っ
た
高
橋
社
長
は
、構
内
請
負
の
会
社
か

ら
人
材
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
た
が
、こ
の
と

き
送
ら
れ
て
き
た
若
者
た
ち
は
「
ボ
ー
ッ
と

し
て
何
も
や
ら
ず
、早
く
終
わ
ら
な
い
か
と

時
間
ば
か
り
気
に
し
て
い
た
」
。
 

　
「
そ
れ
な
ら
、最
初
か
ら
期
待
す
る
の
は

や
め
よ
う
」
。
そ
も
そ
も
、そ
う
思
っ
て
始
め

た
の
だ
が
、い
ま
で
は
「
会
社
と
し
て
は
変
動

時
に
も
対
応
で
き
る
人
材
プ
ー
ル
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
し
、一
方
、若
者
か
ら
す
れ
ば
、イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
よ
い
機
会
だ
」
と
、メ
リ
ッ

ト
づ
く
し
と
考
え
て
い
る
。
 

　
高
橋
社
長
は
最
近
、学
校
が「
絶
対
フ
リ
ー

タ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
生
徒
に
指
導

し
て
い
る
と
聞
い
て
、「
カ
チ
ン
」
と
き
た
。

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
仕
組

み
だ
か
ら
こ
そ
「
い
つ
ま
で
働
き
た
い
か
は

本
人
の
自
由
だ
し
、ま
た
仕
事
へ
の
適
性

も
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
 

 

コ
ラ
ム
 

高
橋
社
長
に
聞
く
 
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
導
入
の
き
っ
か
け
」
 

　
し
か
し
、
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
働
け
る
の
は
最
大
三
カ
月
ま
で
だ
。
そ
れ
以

降
も
働
き
続
け
た
け
れ
ば
、
今
度
は
一
カ
月
単

位
の
契
約
で
働
く
「
マ
ン
ス
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
」

に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
う
し
た
ら

マ
ン
ス
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
に
な
れ
る
の
か
。
そ

こ
は
実
力
主
義
の
世
界
だ
。
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
そ
れ
ま
で
の
働
き
ぶ
り
が

審
査
さ
れ
る
。
現
場
管
理
者
が
「
能
力
に
不
足

は
な
い
」
と
判
断
す
れ
ば
、
上
層
部
に
契
約
の

継
続
を
申
請
し
て
も
ら
え
る
。
 

  

  　
マ
ン
ス
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
に
な
る
と
、
有
給

休
暇
が
付
与
さ
れ
、
社
会
保
険
な
ど
に
も
加
入

す
る
。
時
給
は
、
移
行
時
に
は
会
社
が
仕
事
内

容
や
能
力
を
査
定
し
て
個
別
に
定
め
る
が
、
そ

の
後
は
目
標
管
理
に
よ
る
能
力
評
価
で
昇
給
し

て
い
く
。
上
限
が
な
い
た
め
、
成
果
を
出
せ
ば

正
社
員
を
上
回
る
給
料
を
手
に
す
る
こ
と
も
可

能
だ
。
正
社
員
へ
は
、
部
門
長
が
推
薦
し
た
人

だ
け
が
登
用
さ
れ
る
。
 

　
マ
ン
ス
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
か
ら
正
社
員
に
登

用
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
七
人
、
〇
二
年

九
人
、
今
年
現
在
ま
で
で
三
人
と
、
こ
の
三
年

間
だ
け
で
も
一
九
人
に
の
ぼ
る
。
な
か
に
は
、

も
う
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
な
っ
た
人
材
も
い

る
。
早
い
人
で
は
、
わ
ず
か
三
カ
月
で
ウ
ィ
ー

ク
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
か
ら
正
社
員
ま
で
駆
け
上

が
っ
た
。
 

　
同
社
は
新
卒
者
の
定
期
採
用
は
行
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
中
途
採
用
だ
け
を
続
け
て
き
た
が
、

昨
年
か
ら
は
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
を
新

卒
者
の
定
期
採
用
に
活
用
し
始
め
た
。
新
卒
採

用
へ
の
導
入
に
つ
い
て
地
元
の
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
は
当
初
、
難
色
を
示
し

た
が
、
渋
々
こ
れ
を
認
め
た
と
い
う
。
「
だ
っ

て
こ
の
あ
た
り
で
一
番
求
人
を
出
し
て
い
る
の

は
う
ち
で
す
よ
。
そ
れ
に
給
料
も
、
残
業
代
も

含
め
れ
ば
こ
の
地
域
の
平
均
よ
り
三
〜
四
万
円

は
高
い
水
準
で
す
」
と
室
井
課
長
代
理
は
胸
を

張
る
。
 

 

（
調
査
部
・
荒
川
創
太
） 
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指
導
教
員
の
意
識
改
革
 

 

人
が
カ
ギ
を
握
る
就
職
支
援
制
度
 

 

行
政
と
の
連
携
で
、
生
徒
が
動
い
た
 

 

3
つ
の
事
例
 

〈
現
場
に
見
る
〉 

 

 都
立
淵
江
高
校
の
進
路
指
導
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
で
内
定
率
ア
ッ
プ
 

　
高
校
卒
業
者
の
就
職
難
が
続
い
て
い
る
。
フ

リ
ー
タ
ー
に
な
る
若
者
は
依
然
と
し
て
多
い
。

若
者
の
就
職
支
援
に
、
学
校
と
行
政
の
連
携
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
中
小
企
業
が
集
ま
る

東
京
・
足
立
区
の
都
立
淵
江
高
校
（
普
通
科
、

生
徒
数
六
八
一
人
）
は
、
未
内
定
者
の
就
職
促

進
の
面
で
、
両
者
の
協
力
体
制
が
成
立
し
た
ケ

ー
ス
だ
。
昨
年
一
二
月
時
点
で
、
東
京
東
部
に

位
置
す
る
足
立
・
荒
川
区
は
高
校
三
年
生
の
就

職
内
定
率
が
都
内
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
だ
っ
た
。
こ

の
二
区
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
は
求

人
開
拓
推
進
員
を
緊
急
配
置
し
て
指
導
を
強
化
。

高
校
の
進
路
指
導
部
と
の
連
携
プ
レ
ー
が
功
を

奏
し
て
、
就
職
内
定
率
は
大
幅
に
改
善
し
た
。

淵
江
高
校
の
進
路
指
導
現
場
を
取
材
し
た
。
 

  　
今
年
一
月
、
淵
江
高
校
の
三
年
生
一
九
二
人

の
う
ち
三
分
の
一
に
あ
た
る
約
六
〇
人
が
進
路

未
内
定
だ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
進
路
指

導
室
を
訪
れ
る
生
徒
は
い
な
い
。
就
職
を
あ
き

ら
め
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
だ
。
進
路
指
導
担

当
の
教
員
四
人
の
間
に
も
「
指
導
し
尽
く
し
た
」

と
の
ム
ー
ド
が
漂
う
。
そ
こ
に
突
然
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
足
立
か
ら
就
職
未
内
定
者
に
個
別
相
談

を
行
い
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
 

「
あ
と
一
人
で
も
行
き
先
が
決
ま
れ
ば
」
 

卒
業
式
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
た
未
内
定

者
に
連
絡
を
と
る
よ
う
他
の
教
員
に
呼
び
か
け

て
み
た
。
そ
の
結
果
、
二
月
上
旬
の
個
別
相
談

に
一
〇
人
が
集
ま
っ
た
。
 

　
進
路
指
導
部
主
任
を
務
め
る
浦
部
ひ
と
み
教

諭
は
、
こ
の
時
期
の
招
集
に
生
徒
が
応
じ
た
こ
と

に
驚
い
た
。
就
職
を
希
望
し
な
が
ら
実
際
に
は
活

動
し
て
こ
な
か
っ
た
生
徒
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
同
校
の
就
職
指

導
室
に
出
向
き
、
一
〇
人
に
個
別
面
談
し
た
。
そ

の
後
、
同
月
中
に
三
、
四
人
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

で
足
を
運
ん
だ
と
い
う
。
予
想
外
の
行
動
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
支
援
の
結
果
、
足
立
・
荒
川
区
域
の
高

卒
就
職
内
定
率
は
、
都
内
最
低
の
五
八
・
六
％
（
昨

年
一
二
月
）
か
ら
九
五
・
六
％
（
六
月
、
最
終
）

と
大
幅
ア
ッ
プ
を
果
た
し
た
。
 

  　
年
度
が
変
わ
る
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
は
ヤ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
を
立
ち
上
げ
、
求
人
開
拓
推
進

員
の
中
か
ら
学
卒
要
員
を
配
置
し
た
。
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
以
降
、
求
人
数
が
減
っ
て
い
る
。

変
化
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
企
業
側
が
求
め

る
人
材
像
も
変
化
し
て
い
る
の
だ
。
高
校
の
進

路
指
導
教
員
に
も
意
識
改
革
が
必
要
だ
。
七
月
、

指
導
教
員
を
連
れ
て
企
業
訪
問
し
経
営
者
か
ら

話
を
聞
い
た
。
八
月
に
は
バ
ス
ツ
ア
ー
を
組
み
、

教
員
二
〇
人
と
企
業
五
社
を
訪
問
し
た
。
さ
ら

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
で
の
職
業
紹
介
業
務

の
体
験
や
、
求
人
開
拓
の
た
め
の
企
業
回
り
に

も
教
員
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
 

　
淵
江
高
校
は
進
路
指
導
を
強
化
し
た
。
今
年

度
か
ら
全
学
年
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
受
け
入
れ
先
に
は
保

育
園
二
カ
所
（
保
育
士
）
と
専
門
学
校
一
カ
所

（
事
務
職
）
を
独
自
に
開
拓
。
今
夏
、
希
望
者

三
三
人
（
一
年
生
九
人
、
二
年
生
六
人
、
三
年

生
一
八
人
）
に
四
日
間
の
職
業
体
験
を
実
施
し

た
。
事
前
・
事
後
の
指
導
や
感
想
文
の
提
出
な

ど
を
あ
わ
せ
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
計
三
五
時
間
、

一
単
位
の
取
得
を
認
め
る
制
度
改
定
も
行
っ
た
。
 

　
「
三
年
次
一
学
期
の
全
員
面
接
で
生
徒
の
希

望
を
初
め
て
聞
く
よ
う
で
は
遅
す
ぎ
る
」
 

　
浦
部
氏
は
、
一
、
二
年
次
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
強
化
す
る
な
ど
早
期
の
職
業
意
識
の
育
成

が
重
要
だ
と
強
調
す
る
。
 

  　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
っ
た
。

そ
れ
が
内
定
率
ア
ッ
プ
の
最
大
の
理
由
だ
と
浦

部
氏
は
振
り
返
る
。
何
よ
り
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
責
任
者
の
意
気
込
み
が
強
か
っ
た
。
学
校
の

指
導
教
員
も
そ
れ
に
共
鳴
し
た
。
 

　
人
の
き
ず
な
が
成
功
に
結
び
つ
い
た
と
い
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
試
み
が
持
続
す

る
た
め
に
は
、
学
校
と
行
政
が
連
携
す
る
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 

（
調
査
部
・
高
畑
い
づ
み
）
 

進
路
指
導
部
の
浦
部
教
諭
と
相
談
す
る
淵
江
高
校
の
生
徒
 

特 集 
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※ご購入希望の方は、品切れの場合がありますので、当機構成果普及課（Tel.03-5903-6263）にお問い合わせください。調査研究報告書については、 
　全文情報を当機構ホームページ（http://www.jil.go.jp）内の「調査研究成果データベース」でご覧いただけます。 


